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第9回新潟食道・胃癌研究会

日 時 平成 19年 11月10日 (土)

午後 2時-

会 場 新潟ユニゾンプラザ

4階 大会議室

Ⅰ.一 般 演 題

l 乳癌原発の転移性食道癌の 1例

坂本 薫 ･小杉 仲-･書松木 淳

神川 達夫 ･畠山 勝義

新潟大学大学院医歯学総合研究科

消化器 ･一般外科

症例は58歳,女性.主訴は嘩下障害.高度進行

乳癌に対 し,術前化学療法施行後,2004年乳房切

除術を行い,術後化学療法中であった.2007年 6

月項より嘩下園経を自覚 し,食道造影にて,食道

[Mt]に狭窄を認め,同年 7月精査目的に当科入

院となった.内視鏡所見では,切歯列より32cm

に全周性狭窄を認め,ファイバ-の通過は不可で

あったが,粘膜面に異常なく,生検にて悪性所見

を認めなかった.CTにて中部食道に全周性の壁

肥厚と,左胸水の貯留を認め,PETにて食道腫廃

部及び左胸水部に集積を認めた.胸水穿刺にて,

以前の乳癌と同様 の病理学的所見を認め,乳癌原
発の転移性食道癌 と 診断した 治療として,化学

療法 ･タキソ-ル(Rノを行い無効であったが,ナベ

ルビン⑧投与にて,臨床症状及び画像所見共に著

明な改善を認めた.乳癌原発の転移性食道癌は非

常に稀であり,また本例は化学療法が有効であっ

た,興味深い症例と思われ報告 した,

2 腹腔鏡下食道切除術 (lt.･lTSIE)の工夫と

成績

一 導入から5年を経て -

桑原 史郎 .片柳 憲雄 ･狩俣 弘幸

野上 仁 ･横山 直行 ･山崎 俊幸

大谷 哲也 .斉藤 英樹

新潟市民病院外科

【目約 ･方 法 】 当科 で は 2002年 10円 よ り

VATS-Eを導入し現在 までに53例に施行 した.

これまでに行ってきたVATS-E施行時の工夫と

臨床成績をVATS-E導入直前までの開胸食道切

除群と比較検討 した.

【結果】

現在までの工夫 :

現在の適応はT3N2までである,肺の術野への

浸入の克服のため手術台のrotateをした.気管の

圧迫に対 し気管鈎 (11例 日),ユニベントチュー

ブによる分離肺換気 (15例 日)を順次導入 して

いった.さらに2モニタ-画面とし,舶度斜視鏡

を用いるようにした (19例削 .また,組織の繊

細な把持のための腹腔鏡用鏑子を導入した.手技

は30例 程度でほぼ定型化 された,手術時間,也

血量からみた明らかな習熟曲線は認められなか

ったが, これは導入当初は容易な症例から開始

し,順次適応 を拡張 したため と考 えてい る.

VATS-Eの成績 :

Ⅵ包TS-E群 (n-53),開胸群 (n-41)の胸

部操作時間,出血宴,縦隔部活 リンパ節個数の中

央値は210vs129min毎<0.05),110vs192ml
(p<0.05),16vs13閣 梱.S.)であった.また,

人工呼吸機管理は 1vs2日 (N.S.),再挿管は3

例 (6%)vs8例 (19%)(P〈O.05)であり,術

後肺合併症,反回神経麻痔,術後入院期間は 7

(13%)vs17例 (41%)(p<0.05),18(34%)

vslO例 (240/a)(N.S.),20vs25日 (p<0.05)
であった.RO症別 (n-50)のうち11例に再発

(血行性 6例,頚部リンパ節 3例,縦隔リンパ節 1

例,池 i例)を認め,このうち4例が原病死 した

く観 察 期 間 中 央 値 388日).

【結語】稜々の工夫を加えながらVATS-Eを

53例に施行 した.VATS-Eの臨床成績は多くの



学 会 記 事

利点を有していた,短期予後では血行性転移が多

くを占めていた.

3 進行食道痛に対する放射線治療成績

末LLl博男 ･福田 爵徳 ･藤原 敬大串

平野 正明*･丸山 正樹*･本田 讃*

薯森 浩二*.佐藤 俊夫*

県立中東病院放射線治療科

同 内科*

当村では進行食道癌に対して低容量CDDP&

5-FUに1日2回照射 (AHF)を行っており,今

回遡及的に治療成績を検討した.対象は1999年8

月から2006年3月までAHF±化療を施行した

73例で,男女比66:7,年齢中央値70歳,腺癌

部位はCe且5,Ut13,Mt39,Lt8,TNM分類では

Tl:T2:T3 :T4-1:6:39:27,NO:
N1-42:31,MO:Mla-64:9,病期はⅢA

27,ⅡBl,Ⅲ36,ⅣA9,化療併用が69例,照射
単独が4例であった.照射は完遂したが,柁療の

中止を12例に認めた.治療効果はCR40例,PR

23例で秦効率86%であった.粗生存率は2･5

年が49･21%であった.再発様式は,局所と遠

隔が半々であった.急性期有害事象は食道炎が高

率で,次いで白血球減少を認めた,治療成績改善

のためには,今後新たな戦略が必要である.

1 TS-1CI)DP治療が奏功した食道浸潤胃癌

の1例

山田 明 ･阿部 要一 ･摺木 陽久*

佐藤 秀---*･上野 亜矢*

木戸病院外科

同 内科*

症例は60歳代男性である.1ケ月前より嘩下障

害が出現し内科受診し,上部消化管内視鏡検査で

食道浸潤を伴う9cm長の2型胃癌を認めた.隻

検でporl,CT,注腸諸検査にてT3N3(No.16a2)

HOPOMOStageⅣの診断でTS-1/CDDP少量分

割投与を2コース行った.1クール施行時より樵

下障害は軽快し,CTにても主病巣とリンパ節転
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移巣の縮小を認めた.1コ-ス後,内視鏡にては

CR予CTにてリンパ節転移PRの診断であったが,

2コース終了時にはいずれもCR所見であった.

初回化学療法より24週後に胃全摘,D2を行っ

た.病理組織学的には主病巣CR,n ト )Hope

CYOMOであった.術後経過良好にて13病日退

院し現在経過観察中である.

5 TS-1+CnDPによる化学療法が奏功した
進行胃癌の l例

伏木 麻恵 ･植木 匡 ･若桑 隆二

石塚 太 ･多々 孝

刈羽郡総合病院外科

症例は73歳,女性.

【現病歴】倦怠感を主訴に当院内科受診しHb

6.0であった 胃濃癌の診断で他院治療中のため,

鉄欠乏性貧血として加療した.2か月後に心嘗部

痛と食欲低下が出現し,上部消化管内視鏡施行L

type2の胃癌を認めた.

【治療経過】腺癌マーカ-のCA72-4が76.4

日/mLと上昇していた.腹部CTにて傍大動脈リ

ンパ節転移があった.StageⅣのため,TS-180

mg/body(2週投与 1週休薬)+CDDP20mg

(dayl投与)の抗癌剤治療の方針となった.3コ

-ス施行後に傍大動脈 リンパ節転移の著明な縮

小,原発巣の縮小およびCA15-3の正常化を認め

た.治療開始3月後に幽門側胃切除術を施行した.

壊死に陥った傍大動脈リンパ節は切除できなかっ

た.摘出標本の病理診断はsm2,porl-tubl,
lyO,vO,N+(No.3,No.6)であった.術後治療は
TS-1単独 (4週投与2週休薬)投与とし,診断

日より1年2カ月冒であるが無症状にて外来通院

中である.

【結語】抗癌剤治療の進歩により,癌の縮小が得

られた後に胃切除をした貴重な1例であると思わ

れた.


